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農林水産 常 勤 自営業 自由業 パート 内 職 主 婦 学 生 無 職 その他 回答なし 合 計
２０代 １ ２３ ０ ０ ６ ０ ６ ４ １ ７ ２ ５０
３０代 ０ １７ ５ ０ ７ ２ ６ ０ ２ １ ３ ４３
４０代 ４ ２７ ７ １ ６ １ ５ ０ ０ ３ ０ ５４
５０代 ８ １８ １２ ４ ８ １ ７ ０ ５ ４ ０ ６７
６０代 ２２ ８ ８ ０ ６ ３ ９ ０ ２２ ０ １ ７９









合 計 ２９３ １００．０
表３ 精神障害者が参加している施設や行事への参加 （年代別）
２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 合 計
人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％）
参加あり １４ ２８．０ １６ ３７．２ １３ ２４．１ １４ ２０．９ ２１ ２６．６ ７８ ２６．６
参加なし ３１ ６２．０ ２６ ６０．５ ３７ ６８．５ ４９ ７３．１ ４９ ６２ １９２ ６５．５
回答なし ５ １０．０ １ ２．３ ４ ７．４ ４ ６ ９ １１．４ ２３ ７．９
合 計 ５０ １００．０ ４３ １００．０ ５４ １００．０ ６７ １００．０ ７９ １００．０ ２９３ １００．０
表４ 精神障害者が参加している施設や行事への参加（町別） N＝２９３
C町 D町 E町 F町 G町 H町 合 計
人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％）
参加あり １３ ２２．８ ２７ ５０．０ １２ ２５．５ ５ １２．５ １４ ２９．８ ７ １４．６ ７８ ２６．６
参加なし ３８ ６６．７ ２０ ３７．０ ３３ ７０．２ ３４ ８５．０ ２７ ５７．５ ４０ ８３．３ １９２ ６５．５
回答なし ６ １０．５ ７ １３．０ ２ ４．３ １ ２．５ ６ １２．８ １ ２．１ ２３ ７．９
合 計 ５７ １００．０ ５４ １００．０ ４７ １００．０ ４０ １００．０ ４７ １００．０ ４８ １００．０ ２９３ １００．０





























２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 合計
人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％）
困っているときは手を貸す ３ ６．０ ８ １８．６ ７ １３．７ １２ １７．９ ２２ ２８．２ ５２ １８．０
変わらず普通につきあう ２９ ５８．０ ２２ ５１．２ ２５ ４９．０ ２９ ４３．３ ３４ ４３．６ １３９ ４８．１
あまり関わらないようにする ３ ６．０ ３ ７．０ ４ ７．８ １１ １６．４ ８ １０．３ ２９ １０．０
わからない １０ ２０．０ ９ ２０．９ ９ １７．６ ９ １３．４ ７ ９．０ ４４ １５．２
その他 １ ２．０ ０ ０．０ ３ ５．９ ２ ３．０ １ １．３ ７ ２．４
回答なし ４ ８．０ １ ２．３ ３ ５．９ ４ ６．０ ６ ７．７ １８ ６．２
合 計 ５０ １００．０ ４３ １００．０ ５１ １００．０ ６７ １００．０ ７８ １００．０ ２８９ １００．０
＊上記１・２の両方を選択した者が，４０歳代３名，６０歳代１名あり，合計からは除いている．
表６ 精神障害者が参加している施設や行事への参加内容（町別） （複数回答）
C町 D町 E町 F町 G町 H町 合 計
Ｎ＝１３ Ｎ＝２７ Ｎ＝１２ Ｎ＝５ Ｎ＝１４ Ｎ＝７ Ｎ＝７８
人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％）
病院の夏祭り等イベント参加 １０ ５５．６ ２６ ７８．８ ７ ３５．０ ４ ８０．０ １１ ６１．１ ６ ６０．０ ６４ ６１．５
小規模作業所へ行った ３ １６．７ ３ ９．１ ６ ３０．０ ０ ０．０ ５ ２７．８ ２ ２０．０ １９ １８．３
保健所・町の行事参加 １ ５．６ １ ３．０ ６ ３０．０ ０ ０．０ １ ５．６ １ １０．０ １０ ９．６
その他の行事参加 ４ ２２．２ ３ ９．１ １ ５．０ １ ２０．０ １ ５．６ １ １０．０ １１ １０．６
合 計 １８ １００．０ ３３ １００．０ ２０ １００．０ ５ １００．０ １８ １００．０ １０ １００．０ １０４ １００．０
表５ 精神障害者が参加している施設や行事への参加内容（年代別） （複数回答）
２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 合 計
N＝１４ N＝１６ N＝１３ N＝１４ N＝２１ N＝７８
人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％）
病院の夏祭り等イベント参加 １２ ６０．０ １４ ６６．７ １０ ７１．４ １３ ５９．１ １５ ５５．６ ６４ ６１．５
小規模作業所へ行った ３ １５．０ ４ １９．１ ２ １４．３ ３ １３．６ ７ ２５．９ １９ １８．３
保健所・町の行事参加 ２ １０．０ ２ ９．５ １ ７．１ ２ ９．１ ３ １１．１ １０ ９．６
その他の行事参加 ３ １５．０ １ ４．８ １ ７．１ ４ １８．２ ２ ７．４ １１ １０．６








































そう思う どちらともいえない そう思わない 回答なし
人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％）
激しく変化する現代社会では誰でも精神障害者
になる可能性がある




７１ ２４．２ １２５ ４２．７ ６５ ２２．２ ３２ １０．９
精神障害者の行動は全く理解できない ６６ ２２．５ ９４ ３２．１ ９７ ３３．１ ３６ １２．３
妄想，幻聴のある人でも，病院に入院しないで
社会生活のできる人が多い
６１ ２０．８ １１９ ４０．６ ７５ ２５．６ ３８ １３．０
家族に精神障害者がいるとしたら，それを人に
知られるのは恥である




１３９ ４７．４ ８８ ３０．０ ３８ １３．０ ２８ ９．６
精神病院に入院した人でも，信頼できる友人に
なれる




１０２ ３４．８ ６５ ２２．２ ９４ ３２．１ ３２ １０．９
精神障害者は，病気の再発を防ぐために自分で
健康管理をすることは期待できない
８０ ２７．３ ８９ ３０．４ ９１ ３１．１ ３３ １１．３
精神障害者が，一人あるいは仲間どうしでア
パートを借りて生活するのは心配だ
１４５ ４９．５ ８５ ２９．０ ３３ １１．３ ３０ １０．２
精神障害者は，事件を起こしても，決して罪に
問われることはない
３８ １３．０ ４４ １５．０ １８０ ６１．４ ３１ １０．６












































人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％）
精神障害者に関する知識の普及 ３０ ２１．６ ２８ ２２．８ ３３ ２２．８ ３４ １９．９ ３５ １８．０ １６０ ２０．７
偏見や差別の除去 ２２ １５．８ ２２ １７．９ ２４ １６．６ ２６ １５．２ ３６ １８．６ １３０ １６．８
地域住民の精神障害者に関す
る理解や支援
３３ ２３．７ ２６ ２１．１ ２７ １８．６ ３９ ２２．８ ４０ ２０．６ １６５ ２１．４
社会復帰施設の整備や充実 ２８ ２０．１ ２４ １９．５ ３４ ２３．５ ３７ ２１．６ ３９ ２０．１ １６２ ２１．０
行政の積極的な支援 ２１ １５．１ １９ １５．５ ２４ １６．６ ３３ １９．３ ３７ １９．１ １３４ １７．４
特に必要ない １ ０．７ １ ０．８ １ ０．７ ０ ０．０ ２ １．０ ５ ０．７
その他 ４ ２．９ ３ ２．４ ２ １．４ ２ １．２ ５ ２．６ １６ ２．１
合 計 １３９ １００．０ １２３ １００．０ １４５ １００．０ １７１ １００．０ １９４ １００．０ ７７２ １００．０
表９ 精神障害者に対する社会復帰の取り組みへの協力
２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 合計
人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％）
内容具体的にはないが，応援
したい
２５ ５０．０ １７ ３９．５ １９ ３５．９ ２３ ３４．３ ２６ ３３．８ １１０ ３７．９
まず勉強してできることを考
えたい
９ １８．０ １２ ２７．９ １２ ２２．６ １５ ２２．４ ２１ ２７．３ ６９ ２３．８
話し相手や一緒に考えたり，
レクに参加したい
１ ２．０ ３ ７．０ １ １．９ ５ ７．５ ５ ６．５ １５ ５．２
特に参加する気はない ３ ６．０ ３ ７．０ ６ １１．３ ７ １０．５ １０ １３．０ ２９ １０．０
わからない ７ １４．０ ６ １４．０ １１ ２０．８ １２ １７．９ １０ １３．０ ４６ １５．９
その他 １ ２．０ ２ ４．７ ０ ０．０ ２ ３．０ ０ ０．０ ５ １．７
回答なし ４ ８．０ ０ ０．０ ４ ７．６ ３ ４．５ ５ ６．５ １６ ５．５




行事参加あり N＝７８ 行事参加なし N＝１９２
人数 割合（％） 人数 割合（％）
ア）激しく変化する現代社会では誰でも精神障害者になる可能性がある
そう思う ４４ ５６．４ １０４ ５４．２
そう思わない １２ １５．４ ３６ １８．８
どちらともいえない １８ ２３．１ ４５ ２３．４
回答なし ４ ５．１ ７ ３．６
イ）精神病院の入院患者は，きびしい日常生活にさらされるより，病院内で苦労なく過ごす方が良い＊
そう思う １８ ２３．１ ５１ ２６．６
そう思わない ２７ ３４．６ ３８ １９．８
どちらともいえない ２９ ３７．２ ９１ ４７．４
回答なし ４ ５．１ １２ ６．３
ウ）精神障害者の行動は全く理解できない＊＊
そう思う ７ ９．０ ５８ ３０．２
そう思わない ３６ ４６．２ ５９ ３０．７
どちらともいえない ２８ ３５．９ ６２ ３２．３
回答なし ７ ９．０ １３ ６．８
エ）妄想，幻聴のある人でも，病院に入院しないで社会生活のできる人が多い
そう思う ２４ ３０．８ ３７ １９．３
そう思わない ２０ ２５．６ ５２ ２７．１
どちらともいえない ２８ ３５．９ ８７ ４５．３
回答なし ６ ７．７ １６ ８．３
オ）家族に精神障害者がいるとしたら，それを人に知られるのは恥である＊
そう思う ５ ６．４ ３４ １７．７
そう思わない ４４ ５６．４ ８１ ４２．２
どちらともいえない ２６ ３３．３ ６７ ３４．９
回答なし ３ ３．８ １０ ５．２
カ）精神障害者が，普通でない行動をとるのは病状の悪い時だけで，普段は社会人としての行動がとれる
そう思う ４８ ６１．５ ８９ ４６．４
そう思わない ９ １１．５ ２９ １５．１
どちらともいえない １９ ２４．４ ６４ ３３．３
回答なし ２ ２．６ １０ ５．２
キ）精神病院に入院した人でも，信頼できる友人になる＊
そう思う ３６ ４６．２ ５３ ２７．６
そう思わない ９ １１．５ ３２ １６．７
どちらともいえない ２８ ３５．９ ９５ ４９．５
回答なし ５ ６．４ １２ ６．３
ク）精神病院が必要なのは，精神障害者の多くが乱暴をしたり興奮して傷害事件をおこすからである
そう思う ２５ ３２．１ ７４ ３８．５
そう思わない ３４ ４３．６ ５８ ３０．２
どちらともいえない １４ １７．９ ４９ ２５．５
回答なし ５ ６．４ １１ ５．７
ケ）精神障害者は，病気の再発を防ぐために自分で健康管理をすることは期待できない
そう思う ２０ ２５．６ ５５ ２８．６
そう思わない ３１ ３９．７ ６０ ３１．３
どちらともいえない ２３ ２９．５ ６４ ３３．３
回答なし ４ ５．１ １３ ６．８
コ）精神障害者が，一人あるいは仲間どうしでアパートを借りて生活するのは心配だ＊＊
そう思う ３２ ４１．０ １１０ ５７．３
そう思わない １７ ２１．８ １６ ８．３
どちらともいえない ２５ ３２．１ ５６ ２９．２
回答なし ４ ５．１ １０ ５．２
サ）精神障害者は，事件を起こしても，決して罪に問われることはない
そう思う １０ １２．８ ２８ １４．６
そう思わない ５１ ６５．４ １２５ ６５．１
どちらともいえない １３ １６．７ ２８ １４．６
回答なし ４ ５．１ １１ ５．７
合 計 ７８ １００．０ １９２ １００．０
自乗検定については，回答なしを除いて分析した．＊p＜０．０５ ＊＊p＜０．００１




















































人数 割合（％） 人数 割合（％）
困っているときは手を貸す １７ ２２．４ ３４ １７．９
変わらず普通につきあう ４６ ６０．５ ８８ ４６．３
あまり関わらないようにする ３ ３．９ ２６ １３．７
わからない ５ ６．６ ３７ １９．５
その他 ２ ２．６ ５ ２．６
回答なし ３ ３．９ ０ ０．０




人数 割合（％） 人数 割合（％）
内容具体的にはないが，応援
したい
３４ ４３．６ ７４ ３９．２
まず勉強してできることを考
えたい
２５ ３２．１ ４２ ２２．２
話し相手や一緒に考えたり，
レクに参加したい
１０ １２．８ ４ ２．１
特に参加する気はない ４ ５．１ ２５ １３．２
わからない ４ ５．１ ３９ ２０．６
その他 １ １．３ ４ ２．１
回答なし ０ ０．０ １ ０．５
























































































































１）Wolff G, Pathare S, Craig T, et al : Community
attitudes to mental illness. Br J Psychiatry １６８
（２）：１８３‐９０，１９９６
２）Wolff G, Pathare S, Craig T, et al : Community
knowledge of mental illness and reaction to men-
tally ill people. Br J Psychiatry１６８（２）：１９１‐８，１９９６
３）Wolff G, Pathare S, Craig T, et al : Public education








６）Tanaka G, Inadomi H, Kikuchi Y, et al : Evaluating
community attitudes to people with schizophrenia
and mental disorders using a case vignette method.
Psychiatry Clin Neurosci５９（１）：９６‐１０１，２００５
住民の精神障害者に対する意識調査 ４５
Survey on community resident’s experiential knowledge of mental disorders
and reaction to people with mental disorders
Tetsuya Tanioka１）, Yumi Uranishi２）, Rie Yamasaki２）, Masako Matsumoto３）,
Yoshihide Kurahashi２）, Fumiko Hashimoto１）, Toshiko Tada１）, Yasuko Matsushita１）,
Masao Yamazaki４）, Motoshiro Mano５）, Masato Tomotake６）, and Syu -ichi Ueno１）
１）Department of Community and Psychiatric Nursing, School of Health Sciences, The University of Tokushima, Tokushima, Japan
２）Tokushima Prefecture Government South District Administration Bureau, Tokushima, Japan
３）Tokushima Prefectural Nursing School, Tokushima, Japan
４）Mental Health and Welfare Center in Kochi Prefecture, Kochi, Japan
５）Department of Social Welfare Science, Fukui Prefectural University,Fukui, Japan
６）Department of Psychiatry,, Institute of Health Biosciences, The University of Tokushima, Graduate School Tokushima, Japan
Background : It is essential for mentally disabled persons who live in the community to be understood and
cooperated by local residents.
Aim : This study investigated the relationship between the participation of the residents to the event held in
the psychiatric hospital and their attitudes towards mentally handicapped persons. The research objective
is to find the method to the residents for promoting an understanding of mental disorders.
Method : A mail survey was conducted in the area covered by the B health center in A prefecture. The
candidate６００residents（２．２％ of all residents）who live in B county were selected（age range :２０-６０y.o.）.
Participants comprised２９３ respondents（recovery ratio :４８．８％）. Comparison was carried out by the
respondents who joined or did not join the event held in the psychiatric hospital.
Results : Their understanding of mental disorders is relatively high in the participants. Most of them are
willing to do something for mentally disabled persons’ social rehabilitation. Ten percent of all respondents
would choose ‘can’t go along with mentally handicapped persons’ social rehabilitation support’.
Conclusion : The results suggest that the provision of the opportunity for personal contact with mentally
handicapped persons are important for improving the educational activity of the public about mental
illnesses and considered to be important measures for promoting the acceptance and support of the
mentally handicapped persons by the local residents.
Key words : mental disorder, people with mental disorder, attitude survey, social rehabilitation, commu-
nity resident, educational activity
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